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　In recent years in Japan, growth of the domestic forestry industry has been touted 
through a variety of policy measures, including promotion of the use of local forest 
material, such as wood biomass, especially as an energy source. However, the meager 
efficiency in the small-scale biomass power generation prompts multiple energy use, 
such as cogeneration (i.e. electric power and heat) and trigeneration (i.e. electric power, 
heat, and carbon dioxide). One of promising destinations of biproducts of wood-
biomass trigeneration, heat and carbon dioxiyde, is the “next generation” horticulture, or 
production in greenhouses equipped with mass-scale, advanced environmental control 
capability. This study evaluates business potential of woody biomass power generation 
of which residual heat and carbon dioxide are utilized in the next-generation horticulture 
production. The study resulted in the following findings: 1) it is hardly possible to 
establish a financially viable woody biomass powerplant by itself; 2) calculated 
economic gains from productions of leafy lettuce and strawberry in next-generation 
greenhouses respectively proves their possible business feasibility; and 3) a 1.5-hectare 
next-generation greenhouse producing leafy lettuce combined with a small-scale woody 























































































2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度
太陽光（10kW 以上） 40 36 32 27 ～ 29 20 年
風力（20kW 以上） 22 22 22 22 20 年
中小水力（200kW 未満） 34 34 34 34 20 年
地熱（15,000kW 以上） 26 26 26 26 15 年
バイオマス（メタン発酵ガス） 39 39 39 39 20 年
バイオマス（一般廃棄物） 17 17 17 17 20 年







バイオマス（一般木質） 24 24 24 24 20 年








7 月～ 3 月末
2013 年度 2014 年度
FIT 導入後の
増加分
太陽光（住宅） 約 470 96.9 130.7 82.1 309.7
太陽光（非住宅） 約 90 70.4 573.5 857.2 1501.1
風力 約 260 6.3 4.7 22.1 33.1
地熱 約 50 0.1 0 0.4 0.5
中小水力 約 960 0.2 0.4 8.3 8.9
バイオマス 約 230 2.1 4.5 15.8 22.4












メタン発酵ガス 110 3.3 43 0.9
一般廃棄物・木質以外 68 29.7 30 10.0
木質バイオマス
未利用木質 50 36.3 13 6.9
一般木質 48 132.2 7 4.2
建築廃材 4 1.1 2 0.4































































　　　② 発電された電気は全て FIT に従って販売されるとする。買取価格は小規模発電の
未利用木質バイオマスで40円 /kWh とする。
　　　③ 排熱に関しても、全て利用できるものとし、排熱量を農業用ボイラーで一般的に用
いられる A 重油に換算して収入に含める。A 重油の価格は『石油製品価格調査』8）
をもとに100円 /L とする




排熱量 A 3,600,000kW ／年
エネルギー換算係数 B 3.6　MJ ／ kW
重油量換算係数 C 0.0256　L ／ MJ

























売電量（a） 1,686,960 kWh 発電量の 71％（29％は所内）
売電収入（b）…a×40 ¥67,478,400 FIT 利用（￥40/kWh）



















売電量（a） 1,468,800kWh 発電量の 60％（40％は所内）
売電収入（b）…a×40 ¥58,752,000 FIT 利用（￥40/kWh）



















売電量（a） 290,1600 kWh 発電量の 65％（35％は所内）
売電収入（b）…a×40 ¥116,064,000 FIT 利用（￥40/kWh）










































売電量（a） 3,928,320 kWh 発電量の 77％（23％は所内）
売電収入（b）…a×40 ¥157,132,800 FIT 利用（￥40/kWh）
熱供給収入（c） ¥194,131,900 重油 100 円 /L 換算
年間収入（d）…（b）+（c） ¥351,264,700
事業支出（e） ¥320,511,567




































ハウス 26,028,000 B 社資料

















販売量（株） 349,600 収穫量の 92％











一般管理費 786,600 売上の 3％を想定







ハウス 26,028,000 B 社資料



































一般管理費 210,000 売上の 3％を想定



























初期投資額（円） 35,565,500 34,515,500 暖房設備不要
費用（円） 19,656,033 18,086,033 燃料費及び減価償却費の減少
単年度利益（円） 6,563,967 8,133,967











初期投資額（円） 63,747,500 62,565,500 暖房設備および二酸化炭素発生機不要
費用（円） 6,286,073 5,619,433 燃料費及び減価償却費の減少
単年度利益（円） 713,927 1,380,567



















































栽培面積 初期投資額（円） 単年度利益（円） 初期投資回収年（年）
10a 716,615,500 -126,902,033 －
50a 863,077,500 -85,219,767 －
1ha 1,046,155,000 -33,116,933 －
1.5ha 1,229,232,500 18,985,900 13.0 
2ha 1,412,310,000 71,088,733 9.0 
資料）試算結果より作成
表 4-2　イチゴ 50a と非結球レタス栽培でのシミュレーション結果（ケースⅠ）
栽培面積 初期投資額（円） 単年度利益（円） 初期投資回収年（年）
イチゴ 50a+ レタス 10a 998,745,500 -118,497,498 －
イチゴ 50a+ レタス 50a 1,136,807,500 -77,095,232 －
イチゴ 50a+ レタス 1ha 1,309,385,000 -25,342,398 －
イチゴ 50a+ レタス 1.5ha 1,481,962,500 26,410,435 12.2




栽培面積 初期投資額（円） 単年度利益（円） 初期投資回収年（年）
10a 966,615,500 -147,070,433 －
50a 1,113,077,500 -105,388,167 －
1ha 1,296,155,000 -53,285,333 45.2
2ha 1,662,310,000 50,920,333 10.9





表 4-6　イチゴ 50a と非結球レタス栽培でのシミュレーション結果（ケースⅢ）
栽培面積 初期投資額（円） 単年度利益（円） 初期投資回収年（年）
イチゴ 50a+ レタス 10a 872,745,500 -110,386,231 －
イチゴ 50a+ レタス 50a 1,010,807,500 -68,983,965 －
イチゴ 50a+ レタス 1ha 1,183,385,000 -17,231,131 20.0 
イチゴ 50a+ レタス 2ha 1,528,540,000 86,274,535 8.4
イチゴ 50a+ レタス 3ha 1,873,695,000 189,780,202 6.1
資料）試算結果より作成
表 4-5　非結球レタス栽培でのシミュレーション結果（ケースⅢ）
栽培面積 初期投資額（円） 単年度利益（円） 初期投資回収年（年）
10a 590,615,500 -118,790,767 －
50a 737,077,500 -77,108,500 －
1ha 920,155,000 -25,005,667 28.8
2ha 1,286,310,000 79,200,000 8.2




栽培面積 初期投資額（円） 単年度利益（円） 初期投資回収年（年）
10a 846,615,500 -141,696,433 －
50a 993,077,500 -100,014,167 －
1ha 1,176,155,000 -47,911,333 45.1
2ha 1,542,310,000 56,294,333 10.3
3ha 1,908,465,000 160,500,000 7.0 
資料）試算結果より作成
表 4-4　イチゴ 50a と非結球レタス栽培でのシミュレーション結果（ケースⅡ）
栽培面積 初期投資額（円） 単年度利益（円） 初期投資回収年（年）
イチゴ 50a+ レタス 10a 1,248,745,500 -138,665,888 －
イチゴ 50a+ レタス 50a 1,386,807,500 -97,263,632 －
イチゴ 50a+ レタス 1ha 1,559,385,000 -45,510,798 27.9
イチゴ 50a+ レタス 2ha 1,904,540,000 57,994,868 10.6











　300kW 規模であれば1.5ha、600kW 規模であれば1.8ha の非結球レタス作の面積が必要
である。イチゴ作を併営したとしても0.1ha 減少するのみで、大きな変化はない。
・初期投資回収期間
　初期投資回収期間を15年とすると、300kW 規模で1.3ha、600kW 規模で1.5ha の非結球レ
タス作の面積が必要となる。回収期間を10年とすれば、300kW 規模で1.9ha、600kW 規模
表 4-9　施設園芸との複合的な運用での試算結果まとめ
ケース Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
発電装置 ガス化ガスエンジン 有機ランキンサイクル
発電規模 300kW 600kW 300kW 600kW
単体での収益
（単位：千円）
-137,323 -157,491 -129,211 -152,117
非結球レタス栽培
単年度黒字化 1.4ha 1.6ha 1.3ha 1.5ha
初期投資回収 15 年 1.4ha 1.6ha 1.3ha 1.6ha
初期投資回収 10 年 1.9ha 2.2ha 1.7ha 2.1ha
イチゴ 50a と非結球レタス栽培
単年度黒字化 1.3ha 1.5ha 1.2ha 1.4ha
初期投資回収 15 年 1.3ha 1.5ha 1.3ha 1.5ha
初期投資回収 10 年 1.9ha 2.2ha 1.7ha 2.1ha
資料）試算結果より作成
表 4-8　イチゴ 50a と非結球レタス栽培でのシミュレーション結果（ケースⅣ）
栽培面積 初期投資額（円） 単年度利益（円） 初期投資回収年（年）
イチゴ 50a+ レタス 10a 1,128,745,500 -133,291,898 －
イチゴ 50a+ レタス 50a 1,266,807,500 -91,889,632 －
イチゴ 50a+ レタス 1ha 1,439,385,000 -40,136,798 27.1
イチゴ 50a+ レタス 2ha 1,784,540,000 63,368,868 10.1





























































































































  http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/shoene_shinene/shin_ene/pdf/001_03_00.pdf ［2015年7
月3日参照］
2）  経済産業省・資源エネルギー庁「RPS 法　ホームページ」
 http://www.rps.go.jp/RPS/new-contents/top/toplink-1.html［2015年7月4参照］
3）  東京電力 HP「太陽光発電の余剰電力買取制度について」
 http://www.tepco.co.jp/e-rates/individual/shin-ene/taiyoukou/fukakin-j.html［2015年7月6日参照］
4）  経済産業省・資源エネルギー庁『再生可能エネルギー固定価格買取制度ガイドブック2015年度版』
  http://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/data/kaitori/2015_fit.pdf［2015年7月
10日参照］
5）  文献［3］参照
6）  木質バイオマスを直接燃やすのではなく、まず木質バイオマスを「ガス化」し、その上でガスエンジン
によって燃焼させるものである。「ガス化」と「発電」の2段階が必要なため、施設の初期投資やメンテ
ナンス費が増大する。
7）  文献［3］参照
8）  経済産業省資源エネルギー庁統計
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小田　滋晃他：木質バイオマス発電事業と次世代施設園芸の連携について
9）  低位発電量基準のことで、発電時に発生する水蒸気が水になる際の発熱量を考慮しない場合のエネル
ギー量を表す。天然ガス発電やバイオマス発電では、水蒸気が液体になる際の発熱を有効に利用できな
いので、LHV 基準を採用している。
10）  文献［1］や文献［2］参照
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